業務委託契約書（案）
　新潟県ＩＴ＆ＩＴＳ推進協議会（以下「甲」という。）と　　　　　　（以下「乙」という。）とは、平成30年度の研修実施事業に係る業務について、次の条項及び別紙により契約を締結する。
（目的）
第１条　甲は、次に掲げる業務（以下「業務」という。）を乙に委託し、乙はこれを受託する。
（１）業務の名称　平成30年度研修実施事業業務委託
（２）業務の内容及び実施場所  別紙平成30年度研修実施事業業務委託仕様書及び別表による。
（契約期間）

第２条  本契約の有効期間は、契約締結日から平成31年3月31日までの間とする。
（委託料）
第３条　業務の委託料の額は、金　　　　　　　　円（うち消費税及び地方消費税　　　　　　　円）とする。
（再委託の禁止等）
第４条　乙は、この契約の権利及び義務の全部又は一部を他人に譲渡し、若しくは委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を受けたときは、この限りではない。
（特許等の使用）
第５条　乙は、甲の指示がある場合を除き、業務の実施に当たり特許権、その他第三者の権利の対象となっている方法等を使用するときは、その使用に関する一切の責任を負わなければならない。
（秘密の保持）
第６条　乙は、業務に関して知ることのできた情報を他に漏らしてはならない。この契約が終了し、又は解除された後も同様とする。
（利用及び提供の制限）
第７条　乙は、甲の指示がある場合を除き、業務に関して知ることのできた情報を契約の目的以外の目的に利用し、又は甲の承諾なしに第三者に提供してはならない。
（個人情報の保護）
第８条　乙は、業務を処理するための個人情報の取扱いについては、別記「個人情報取扱特記事項」を守らなければならない。
（事業主の責任等）
第９条　乙は、業務の履行について、法律上及び財産上の事業主としてのすべての責任を負うものとする。
（業務の実施状況の報告等）
第10条　乙は、甲からの指示があった場合には、その指示に従い、業務の実施状況を甲に対して報告しなければならない。
２　甲は、必要があると認めるときは、業務の遂行状況について随時調査し、乙に対して所要の報告若しくは資料の提出を求め、又は必要な指示をすることができる。
（事故発生の報告）
第11条　乙は、業務の遂行に支障を来した場合、又は支障を来す可能性が生じた場合は、甲に対して、速やかにその状況を報告し、甲の指示に従わなければならない。
（業務完了報告書の提出）
第12条  乙は、業務が完了したときは、速やかに業務完了報告書を甲に提出しなければならない。
（報告事項の確認）
第13条　甲は、業務完了報告書を受理したときは、遅滞なく報告事項について確認を行うものとする。
２　甲は、前項の確認を行ったときは、その旨乙に通知するものとする。
（委託料の支払）
第14条　乙は、前条第２項の通知を受理したときは、甲に対し書面により委託料を請求することができる。
２　甲は、前項の規定により乙の提出する適正な支払請求書を受理したときは、その日から起算して30日以内に委託料を乙に支払うものとする。
（損害賠償）
第15条　乙は、この契約に定める義務を履行しないために、又は業務の遂行中において、乙の責めに帰すべき事由で甲又は第三者に損害を与えたときは、その賠償の責任を負うものとする。
（甲の解除権）
第16条　甲は、次の各号の一に該当する事由が生じた場合は、この契約を解除することができる。
（１）正当な理由なしに業務に着手しないとき
（２）乙の責めに帰すべき事由により、期限までに業務を完了する見込みがないと甲が認めたとき
（３）契約の締結又は履行に当たり不正な行為をしたとき
（４）破産の申立て、若しくは会社更生又は民事再生の手続開始の申立があったとき
（５）乙が、故意又は重大な過失により甲又は第三者に損害を与えたとき
（６）前各号のほか、乙がこの契約に基づく義務を履行しないとき
２　甲は、前項の規定による契約の解除により損害を受けた場合は、乙に対してその補償を請求することができる。

（乙の解除権）
第17条　乙は、甲の責めに帰すべき事由によって、この契約を継続することができなくなった場合は、この契約を解除することができる。
２　乙は、前項の規定による契約の解除により損害を受けた場合は、甲に対してその補償を請求することができる。
（疑義等の決定）
第18条　この契約についての疑義が生じたとき、又はこの契約に定めのない事項については、甲乙協議の上、決定するものとする。
　この契約を証するため、本書2通を作成し、甲乙記名押印の上、各自1通を保有する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年　月　日
　　　　　　　　　　　　　　新潟市中央区新光町４番地１
　　　　　　　　　　　甲　　新潟県ＩＴ＆ＩＴＳ推進協議会
会  長　　中 野　敬 介
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